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１．総則 

（１）目的 

  平成 30 年、関西国際空港では台風 21 号による滑走路や旅客ターミナルビル等の大規

模浸水や連絡橋への船舶の衝突等、新千歳空港では北海道胆振東部地震による旅客ター

ミナルビルへの電力供給の停止、また、令和元年には台風 15 号におけるアクセス機能

の喪失による成田国際空港での大規模な滞留者の発生等、これまで国内の空港として経

験したことのないレベルの自然災害の発生による空港機能の停止という事態が生じた。 

  このため、これらの災害を教訓に、富山空港においては、設置管理者、ターミナルビ

ル会社、航空会社等の関係機関が「統括的災害マネジメント」の考え方を共有するとと

もに、各機関が個別に対応するのではなく、空港全体として一体となって対応できるよ

う、「富山空港Ａ２(Advanced/Airport)－ＢＣＰ（事業継続計画）」を構築する。 

 

（２）基本方針 

  富山空港Ａ２－ＢＣＰ（以下、「本計画」という。）は、富山県地域防災計画で想定さ

れているレベルの自然災害を対象とし、空港利用者の安全・安心の確保を目的とした

「滞留者対応計画」及び航空ネットワークを維持するための滑走路、旅客ターミナルビ

ル等の空港施設の「早期復旧計画」からなる基本計画（Ｂ－Ｐｌａｎ）に加え、空港を

機能させるために必須となる「電力」、「通信」、「上下水道」、「燃料」、「空港アクセス」

といった５つの機能別の喪失時対応計画（Ｓ－Ｐｌａｎ）を策定し、自然災害に強い空

港を目指すものとする。 

  なお、Ａ２－ＢＣＰは、滞留者の安全・安心を確保するための方策や、滑走路や旅客

ターミナルビル等、民間航空機の離着陸に最低限必要となる施設の早期復旧に向けた関

係機関の役割分担を示すものであり、具体的な行動計画については関係機関が個別に策

定するＢＣＰ（個別ＢＣＰ）において定めるものとする。 

 

２．本計画の位置付け 

本計画は、富山空港において自然災害が発生した場合に、空港利用者の安全・安心の

確保と可能な限り空港機能の維持及び機能停止した場合の早期復旧を進めるため、各関

係機関がそれぞれのＢＣＰなどの対応手順に従って行う対応が一体となって機能できる

ようにする行動計画である。一方、既存の富山空港緊急計画では、航空機事故や航空機

の奪取など緊急事態のひとつとして掲げている自然災害発生時において、洪水時の連絡

体制や工作物の撤去、地震時の施設点検や連絡調整など、空港を管理する上で必要な関

係機関の緊密な連携による対処事項が定められていることから、本計画は、富山空港緊

急計画を補完する位置付けとなる。 
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＜図２－１：本計画の位置付け＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇本計画に関連する計画 

【災害対策基本法第４０条関連】 

 〇富山県地域防災計画 

 ・地震・津波災害編第３章第１８節５施設毎の応急復旧活動（７）空港施設 

   地震により滑走路、エプロンその他空港施設が被害を受けた場合、速やかに復旧し、航空交通の早期再開を図る。 

 ・風水害編第２章第１６節５施設毎の応急復旧活動（７）空港施設 

洪水等により滑走路、エプロンその他空港施設が被害を受けた場合、速やかに復旧し、航空交通の早期再開を図る。 

・個別災害編第３章第１節第２防災活動体制の整備４緊急計画の策定 

   県は、防災関係機関との相互の連携を強化するため、国際民間航空条約第 14 付属書に準拠した空港緊急計画を策定するものと

する。 

 

 〇富山県災害時受援計画 

 ・第３章４保健医療チームの受入れ（３）災害医療対策チームの設置 

   ＳＣＵ（広域搬送拠点臨時医療施設）指揮所を富山空港等に設置し、災害拠点病院等から広域搬送が必要な重症患者等の受入れ

を行う。 

 ・第５章１緊急輸送ルートの確保（３）航空輸送ルートの確保 

   航空輸送ルートで利用する航空輸送拠点の富山空港は、航空機を利用した部隊及び物資の輸送に使用するとともに、ＳＣＵとし

て活用する。 

 

【航空法第４７条の２関連】 

 〇富山空港機能管理規程（セイフティ編） 

 ・第４章４．３空港緊急計画 

   空港およびその周辺で緊急事態が発生した場合は、別に定める「富山空港緊急計画」（平成２１年１１月３０日施行）により、

迅速かつ適切に対処するものとする。 

  

 

富山県地域防災計画 

富山県災害時受援計画 

富山空港機能管理規程

（セイフティ編） 

富山空港Ａ２－ＢＣＰ 

富山空港緊急計画 

航空法第４７条の２ 災害対策基本法第４０条 

富山空港緊急計画を補完 
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〇富山空港緊急計画 

 ・第４章緊急事態発生時における業務要領  

   緊急事態が発生した場合又は発生するおそれがある場合の現場における措置については次の業務要領及びマニュアルに基づくも

のとする。 

    ９ 自然災害 

    「神通川水系神通川における河川管理と富山空港の管理に関する協定」   

    「神通川水系神通川における河川管理と富山空港の管理に関する細目協定」 

    「富山空港における工作物撤去に関する協定」 

    「富山空港における工作物撤去に関する協定の一部を変更する協定書」 

    「富山空港洪水対策規程」 

    「地震時等における対応マニュアル」 

    「富山空港Ａ２－ＢＣＰ」 

 

 

３．富山空港の特性 

（１）立地 

  富山空港は、滑走路・誘導路等の基本施設が神通川の河川敷に位置するため、大沢野 

大橋での水位が 5.9ｍを超えた場合、または、空港水位計の水位が 4.0ｍを超えた場合、 

滑走路を閉鎖することとしている。 

  国土交通省北陸地方整備局富山河川国道事務所が公表している神通川水系神通川洪水 

 浸水想定区域図（想定最大規模）では、ターミナルビル付近の水深は概ね 0.5m未満と 

 想定されているが、ターミナルビルが浸水する前に滑走路が閉鎖され、到着便、出発便 

とも欠航となるため、水害によるターミナルビルでの滞留者の発生は少ないものと想定 

される。 

   

（２）アクセス 

  富山市中心部より南へ７km の至近距離にあり、一般道路によるアクセス経路が複数

設定できることから、空港へのアクセスはＪＲ富山駅からの路線バス、タクシー、自家

用車が主な手段となる。 

 そのため、地震、大雨、暴風、大雪等の自然災害が発生した場合においても、すべて 

の道路が同時に通行不能になる可能性は極めて低く、鉄道や連絡橋に依存する空港とは 

異なり、富山空港が長期間に亘り孤立することは考えにくい。また、ＪＲ富山駅と富山 

空港を結ぶ主要道路が緊急通行確保路線に指定されていることから、路線バスの復旧も 

比較的早いものと考えられる。 

 

４．被害想定 

（１）地震 

  ①想定規模 

    富山県地域防災計画で想定している呉羽山断層地震（震度６強）とする。 

  ②被害状況 

   ・旅客ターミナルビルの天井、壁面の一部に損傷。ビル内の設置物が転倒。 

・電力の供給停止。上水は断水し、下水も使用不可。通信途絶。 

   ・空港周辺の主要道路の一部の路線が通行止め。 
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   ・滑走路、誘導路等の基本施設は、応急補修が必要なクラックが発生。 

   ・旅客ターミナルビル内で最大 400名の滞留者が発生。 

    ※富山県地域防災計画では、富山空港周辺での具体的な被害は想定されていない

ため、地震規模から想定。 

 

（２）悪天候等 

  ①想定規模 

   ・大雨：神通川流域の 48時間総雨量 537mm。（神通川浸水想定区域図 H31.3.18より） 

   ・暴風：瞬間最大風速 45m/s、暴風警報が 32時間継続。（過去最大規模相当） 

   ・大雪：3時間で 30㎝の降雪を観測。（過去最大規模相当） 

  ②被害状況 

   ・大雨による神通川の水位上昇による滑走路の閉鎖。 

   ・暴風により航空機の離発着が不可。 

・大雪により空港周辺の主要道路で渋滞が発生。北陸自動車道の通行止め。 

   ・大雪により航空機の離発着が不可。 

   ・旅客ターミナルビル内で最大 400名の滞留者が発生。 

    ※富山県地域防災計画では、富山空港周辺での具体的な被害は想定されていない

ため、地震規模から想定。 

 

５．統括的災害マネジメントに向けた目標設定 

（１）滞留者の安全・安心の確保 

・自然災害発生後に空港アクセスが途絶えたとしても、富山空港の特性から 24 時間

以内に空港外の安全な場所への移動が可能と考えられることから、最大 24 時間空

港内に滞在できるよう、必要な備蓄品（非常食、飲料水、毛布、非常用トイレ等）の

確保等による滞在環境を整備する。 

・自然災害発生後、電力復旧までは非常用電源により平常の 65％程度の電力を確保

する。 

 

（２）航空ネットワークの維持、早期復旧 

  ・大規模地震により被災した場合であっても、復旧作業が開始でき次第 72 時間以内

に民間航空機の運航が可能となる状態まで滑走路等の空港施設を復旧する。 

  ・特別警報級の気象（大雨、暴風、大雪等）により被災した場合であっても、天候の回

復後 72 時間以内に民間航空機の運航が可能となる状態まで滑走路等の空港施設を

復旧する。 

 

６．Ａ２－ＨＱ（A2-BCP-Headquarters：総合対策本部）の設置 

（１）Ａ２－ＨＱの設置 

・富山空港では、設置基準に達する自然災害が発生した場合において、Ａ２－ＨＱを

設置する。 

・Ａ２－ＨＱ事務局は富山空港管理事務所が担うこととし、設置場所は富山空港管理

事務所内とする。 

・各構成機関の連絡体制については、別図１の通りとする。 

・設置基準については、以下の通りとする。 
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①地震 

富山空港（富山市）で震度「６弱」以上の地震が発生した場合。 

②悪天候 

飛行場警報又は特別警報の発表があった場合等、富山空港に大きな影響を及ぼす 

可能性があり、空港の機能維持、滞留者対応等について関係者との統括的な調整

が必要と富山空港管理事務所長が判断した場合。 

 

（２）Ａ２－ＨＱの構成 

・Ａ２－ＨＱの構成は別表１のとおりとし、本部長を富山空港管理事務所長、副本部

長を大阪航空局富山空港出張所長とする。 

・現場の意思決定者は本部長とし、副本部長は本部長を補佐する。なお、本部長不在の

場合の代行順位は、①富山空港管理事務所次長、②富山空港管理事務所業務課長とす

る。 

 

（３）Ａ２－ＨＱの役割 

・Ａ２－ＨＱは、次の事項を行う。 

①自然災害に関する情報の一元的な収集、記録・整理、関係機関等への発信 

 （航空局への第 1 報は運用時間内にあっては 15分以内） 

②被害状況に基づく対応方針の決定及び計画実行の判断 

③決定事項に基づく関係機関への指示・要請 

④被災・復旧状況に応じた外部機関等への各種要請 

⑤ライフライン等の被災・復旧状況の把握（道路、電力、通信、上下水道、バス等） 

 

７．Ｂ－Ｐｌａｎ（Basic Plan：基本計画） 

７－１．滞留者対応計画 

（１）被害想定 

・呉羽山断層地震をはじめとした何らかの自然災害の発生により、旅客ターミナルビ

ル利用者等の滞留者が最大 400名発生し、最大 24時間滞在する。 
（２）行動目標 

  ・自然災害発生後、１時間以内に滞留者数及び被害状況を把握し、負傷者等への対応

にあたるとともに、２時間以内に滞留者を安全な場所に避難させる。 

  ・空港内の滞留者に対して、負傷者対応、備蓄品の提供、空港アクセス道の情報、代

替交通手段等の情報提供を行い、滞在環境を確保する。 
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（３）役割分担 

＜表７－１－１：関係機関の役割分担＞ 

 

 

事前の備え 自然災害発生直後 応急復旧時 

富山空港管理事務所 
 ・関係機関からの被害状

況の収集・整理 

・国土交通省航空局

への被害状況等の

報告 

・Ａ２－ＨＱの設置 

 

・医療機関等への支援要

請 

・航空機運航再開に係る

発着調整 

・空港アクセス道の情

報、代替交通手段等の

情報収集 

ＣＩＱ 
 ・旅客の一般区域への

誘導 
 

 

富山空港ターミナル

ビル㈱ 

・多言語メガホン、自

動翻訳機、プラカー

ド、ピクトグラム、

拡声器の準備 

・備蓄品の準備 

・コンセントプラグ等

の携帯電話の充電環

境整備 

・外国語を話せるスタ

ッフの確保 

・滞留スペースの確保 

・滞留者数の把握 

・電源、通信、上下水

道等の確認 

・負傷者対応 

 

・空港内旅客等の避難誘

導 

・非常食や飲料水の配布 

・毛布等の提供 

・携帯電話等の充電器の

提供 

・簡易トイレの提供 

・空港アクセス道の情

報、代替交通手段、宿

泊施設の稼働状況等の

情報提供 

航空会社 

富山地鉄サービス㈱ 

・外国語を話せるスタ

ッフの確保 

・旅客の一般区域への

誘導 

・旅客の避難誘導 

・負傷者対応 

・飛行中の機内旅客や

出発空港での旅客に

対する情報提供 

・運航調整、運航見通し

等の情報提供 

富山県航空政策課 
 ・Ａ２－ＨＱ、県災害

対策本部との情報共

有 

 

・自衛隊等への支援要請 

・滞留者数及び関係機関

の対応者数の把握 

・バス事業者への早期復

旧要請 

 ※空港内関係機関の職員、従業員の非常食や飲料水等の備蓄品の確保及び滞在環境の整備は、 

各機関において行うものとする 
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＜表７－１－２：タイムテーブル＞ 

 

 

 

 

 

経過時間 発生 30分 1時間 2時間 12時間 24時間 72時間

被災状況
対応者　

富山空港管理事務所

富山空港ターミナルビ
ル㈱

航空会社
富山地鉄サービス㈱

富山県航空政策課

ＣＩＱ

Ａ２－ＨＱ、県災害 対策本部との情報共有

飛行中の旅客や出発 空港での旅客に対する情報提供

負傷者への対応

負傷者への対応

Ａ

２

Ｉ

Ｈ

Ｑ

の

設

置

関係機関からの被害状況の収集・整理

航空局への被害状況の報告

滞留者数の把握

避難場所の確保 滞留者の避難誘

備蓄品の提供電源、通信、上下水道等の確認

空港アクセス道の情報、代替交通手段等の旅客への情報提供

運

航

再

開

発着調整

医療機関等への支援要請

A2-HQ構成員の招集

ターミナルビルの天井

落下、滑走路にクラック

発生

ターミナルビルの仮復

旧完了、滑走路の補修

完了

自衛隊等への支援要請

空港アクセス道の情報、代替交通手段等の情報収集

滞留者の避難誘導

バス事業者への早期復旧要請

滞留者数及び関係機関の対応者数の把握

旅客の一般区域への誘導

旅客の一般区域への誘導

運航調整、運航見通し等の情報提供
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（４）滞留者対応の流れ 

【ステップ１：滞留者の把握】 

Ａ－１ 旅客等（滞留者）を１か所に集める 

(ⅰ)集合場所…１F中央ロビー 

(ⅱ)案内方法 

① 富山空港ターミナルビル社員が、国内線・国際線待合室（制限区域）のほか、各

フロアの一般区域全域を回り、旅客や一般客、災害対策従事者以外のビル従業員を、

１F 中央ロビーに集める。出国エリア等の制限区域内の旅客については、ＣＩＱ及

び航空会社の協力のもと一般区域に移動。 

  ② 外国人に対しては、以下の手法により多言語案内を行う。 

   ア 外国語を話すことができるスタッフの確保 

     a. 富山空港ターミナルビル…インフォメーション担当パート社員、免税売店 

担当外国人パート社員 

     b. 上記以外…上記パート社員がいない場合は、他社（ANA（富山地鉄サービス）

等）の外国語が堪能な社員が協力する 

   イ 多言語翻訳機器、多言語標示板等 

     a. 多言語翻訳機（６機）＋拡声器         ※多言語メガホンは不要 

b. プラカード、ピクトグラム（絵文字）の活用  ※事前に準備 

c. デジタルサイネージの活用          ※事前に災害時の表示内 

容を作成 

Ａ－２ 滞留者の把握（滞留者カードの作成） 

（ⅰ）滞留者カード（記入前様式、２部複写）を配布 

   【記載項目】 

     ①氏名、年齢、男女の別 ②国籍 ③住所、連絡先、宿泊場所の確保の有無 

 ④手荷物番号（航空会社名＋番号） 

     ⑤要支援の判断に必要な項目（障がい・病気、妊産婦、乳幼児連れ、高齢者、

未成年者等） 

     ⑥ボランティアとしての協力の可能性（医師、看護師、保育士、介護士等） 

     ⑦その他（空欄）←希望、相談等の申し出を記入 

（ⅱ）２部複写 

   ①正本…本人、複写…当社で回収 

   ②記載内容に合わせて、次の項目を基準に色別のカラーシールを貼付し、滞留者を

区分 

    ア 対応言語 

    イ 旅客の支援の優先度その他の区分（休憩場所を区分） 
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【ステップ２：休憩場所の確保】 

Ｂ－１ Ａ－２（ⅱ）に応じ、それぞれの休憩場所に移動 

  （例）・特別の支援が必要な者→負傷者、障がい者、妊産婦、難病患者等    

… ２F有料待合室 A 

     ・乳幼児連れの家族、高齢者とその家族       … ２F有料待合室 B 

     ・女性（希望者）                 … ２F多目的ホール 

     ・外国人（日本語以外の言語案内の必要者）     … １F有料会議室 

     ・日本人（旅客、一般訪問者）           … ２F中央ロビー 

      ・日本人（ビル内従業員＝協力要請を行う可能性あり）… １F中央ロビー 

 

【ステップ３：滞留者へのケア】 

Ｃ－１ 滞留者へのトイレ等の案内 

  ①現状では非常用電源ではトイレの洗浄ができない→必要なトイレが使用可能となる

よう改修（２か所の上水槽のうちトイレ洗浄用の水槽には非常用電源が流れない仕

組み→特定のトイレに電気を通す） 

  ②簡易トイレを備蓄し、滞留者に配布 

 

Ｃ－２ 水、食料等の支給 

  ①非常食や飲料水               … 水、食料（ビスケット等） 

  ②休息用の毛布  

  ③空調停止に伴う暑さ、寒さ対策 … 携帯カイロ、冷感グッズ 

 

Ｃ－３ 滞留者への情報提供の内容及び方法 

（ⅰ）情報提供内容 

   ①気象情報等（警報の発表状況、周辺の被災内容等）  

②空港の復旧、航空機の運航回復見通し  

④空港アクセス道の状況、代替交通手段の確保等の見通し など 

（ⅱ）情報提供手段 

   ①口頭（拡声器使用（外国語は、多言語翻訳機使用）） 

②館内のデジタルサイネージ 

③Wi－Fi 

（ⅲ）その他 

   ①携帯電話等の充電器の提供 

 

※ターミナルビルにおける機能喪失毎の滞留者対応を別図２－１、２－２に示す 
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７－２．早期復旧計画 

（１）被害想定 

・呉羽山断層地震をはじめとした何らかの自然災害の発生により、滑走路面にクラッ

が発生し、航空機の離着陸が不可、ターミナルビルの天井が一部落下等の被害が発

生する。 

（２）行動目標 

  ・自然災害発生後１時間を目途に、指定された職員及び従業員が空港内に参集する。 

  ・富山県地域防災計画において富山空港が航空輸送拠点施設に指定されていることか

ら、自然災害発生後 24 時間以内に、救援機（緊急物資の輸送や広域医療搬送等）が運

航可能な状態まで滑走路等の空港施設を復旧する。 

  ・自然災害発生後 72 時間以内に、民間航空機が運航可能な状態まで滑走路等の空港

施設を復旧する。 

（３）役割分担 

＜表７－２－１：関係機関の役割分担＞ 

 

 

事前の備え 自然災害発生直後 応急復旧時 

富山空港管理事務所 

 

 ・土木施設、灯火等の被

害状況の確認 

・関係機関からの被害状況

の収集・整理 

・国土交通省航空局への被

害状況等の報告 

・Ａ２－ＨＱの設置 

・土木施設、灯

火等の復旧 

 

大阪航空局富山空港出

張所 

 

 

 

 

・庁舎の耐震化 

 

・庁舎、保安施設等の被害

状況の確認 

・庁舎、保安施設等

の復旧 

東京航空地方気象台 

富山航空気象観測所 

 ・施設等の被害状況確認 ・各施設の復旧 

ＣＩＱ 
 ・施設等の被害状況確認 ・各施設の復旧 

富山空港ターミナルビ

ル㈱ 

・ターミナルビルの天

井落下防止の補強 

 

 

・ターミナルビルの被害状

況の確認 

・ターミナルビル

の復旧 

航空会社 

富山地鉄サービス㈱ 

 ・航空機やＧＳＥ車両の

被害状況の確認 

・民間航空機の運

航再開に向けた

調整 

富山県航空政策課 
 ・Ａ２－ＨＱ、県災害対策

本部との情報共有 

 

・ＴＥＣ－ＦＯＲＣ

Ｅの派遣要請 
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＜表７－２－２：タイムテーブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過時間 発生 30分 1時間 2時間 12時間 24時間 72時間

被災状況
 対応者　

富山空港管理事務所

富山空港ターミナルビ
ル㈱

航空会社
富山地鉄サービス㈱

富山県航空政策課

大阪航空局富山空港出
張所

ＣＩＱ

東京航空地方気象台富
山航空気象観測所

Ａ２－ＨＱ、県災害 対策本部との情報共有

施設等の被害状況の 確認

施設等の被害状況の 確認

庁舎、保安施設の被害 状況の確認

航空機、ＧＳＥ車両の被害 状況の確認

ターミナルビルの被害 状況の確認

Ａ

２

Ｉ

Ｈ

Ｑ

の

設

置

関係機関からの被害状況の収集・整理

航空局への被害状況の報告

民間航空機の運航再開に向けた調整

運

航

再

開

土木施設・灯火等の被害状況の確認

ターミナルビルの復旧

土木施設、灯火等の復旧

庁舎、保安施設等の復旧

ターミナルビルの天井落下、

滑走路にクラック発生

ターミナルビルの仮

復旧完了、滑走路の

補修完了

各施設の復旧

各施設の復旧

TEC-FORCEの派遣要請

A2-HQ構成員の招集
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８．Ｓ－Ｐｌａｎ（Specific-Functional Plan：機能別の喪失時対応計画） 

８－１．電力供給機能 

（１）被害想定 

  ・呉羽山断層地震をはじめとした何らかの自然災害の発生により、送電施設が機能停

止し、空港への電力供給が寸断される。 

（２）行動目標 

  ・自然災害発生後、即座に非常用電源に切り替えるとともに、非常用電源が 72 時間

稼働するための必要な燃料を確保する。 

（３）役割分担 

＜表８－１－１：関係機関の役割分担＞ 

 

 

事前の備え 自然災害発生直後 応急復旧時 

富山空港管理事務所 
・非常用電源設備の浸

水対策 

・非常用電源設備の稼働

のための十分な燃料の

確保 

・非常用電源の切り替え 

・電源局舎の電源施設等の

被害状況の確認 

・備蓄燃料の確認 

・関係機関からの被害状況

の収集・整理 

・国土交通省航空局への被

害状況等の報告 

・Ａ２－ＨＱの設置 

 

 

・非常用電源用燃

料の確保 

・北陸電力㈱に対

する早期復旧要

請 

 

大阪航空局富山空港出

張所 

 

・非常用電源設備の浸

水対策 

・非常用電源設備の稼働の

ための十分な燃料の確保 

・非常用電源の切り替え 

・庁舎内の電源施設等の被

害状況の確認 

・備蓄燃料の確認 

・ＶＦＲによる離

着陸を可能とす

るための体制の

構築  

・非常用電源用燃

料の確保 

富山空港ターミナルビ

ル㈱ 

・非常用電源設備の浸

水対策 

・非常用電源設備の稼働

のための十分な燃料の

確保 

・非常用電源設備への燃

料供給業者との協定 

・多回路開閉器の高所移

設 

・空調停止時に使用する

業務用扇風機、冷感グ

ッズ、携帯カイロ等の

備蓄品の確保 

・非常用電源の切り替え 

・ターミナルビル内の電源

施設等の被害状況の確認 

・備蓄燃料の確認 

 

・非常用電源用燃料

の確保 

・非常用蓄電池、携

帯電話等充電器の

提供 

・空調停止時に使用

する業務用扇風

機、冷感グッズ、

携帯カイロ等の提

供 

・テナントに不要な

電気の使用自粛要

請 
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富山県航空政策課 
 ・Ａ２－ＨＱ、県災害対策

本部との情報共有 

 

 

北陸電力送配電㈱ 
 ・送電施設の被害状況の把

握 
・送電施設の復旧 

・Ａ２－ＨＱへの情
報提供 

 
 

＜表８－１－２：タイムテーブル＞ 

 
 

 

 

経過時間 発生 30分 1時間 2時間 12時間 24時間 72時間

被災状況

北陸電力送配電㈱

対応者　

富山空港管理事務所

富山空港ターミナルビ
ル㈱

富山県航空政策課

大阪航空局富山空港出
張所

Ａ２－ＨＱ、県災害 対策本部との情報共有

ＶＦＲによる離着陸を可能にするための体制構築
Ａ

２

Ｉ

Ｈ

Ｑ

の

設

置

運

航

再

開

電力供給

停止

電力供

給再開

北陸電力に対する早期復旧要請

非常用電源用燃料の確保

非常用電源用燃料の確保

関係機関からの被害状況の収集・整理

航空局への被害状況の報告

非常用電源用燃料の確保

非常用電源の切り替え

電源施設等の被害状況の確認

備蓄燃料の確認

非常用電源の切り替え

電源施設等の被害状況の確認

備蓄燃料の確認

非常用電源の切り替え

電源施設等の被害状況の確認

備蓄燃料の確認

非常用蓄電池、携帯電話等充電器の提供

業務用扇風機、冷感グッズ、携帯カイロ等の提供

テナントに不要な電気の使用自粛要請

送電施設の被害状況の把握、復旧作業

被害状況、復旧にかかるＡ２－ＨＱへの情報共有

A2-HQ構成員の招集
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８－２．通信機能 

（１）被害想定 

・呉羽山断層地震をはじめとした何らかの自然災害の発生により、固定電話及び携帯

電話の通信規制が行われ、音声通信が困難となる。 

（２）行動目標 

  ・通信被害を確認し、通信事業者に対し早期復旧を要請する。 

  ・滞留者へ、通信被害の復旧見通し等の情報提供を行う。 

（３）役割分担 

＜表８－２－１：関係機関の役割分担＞ 

 

 
事前の備え 自然災害発生直後 応急復旧時 

富山空港管理事務所 
・代替通信手段（衛星電

話、災害時優先電話

等）の準備 

・通信被害の確認 

・関係機関からの被害状

況の収集・整理 

・国土交通省航空局への

被害状況等の報告 

・Ａ２－ＨＱの設置 

・通信事業者に対す

る早期復旧要請 

大阪航空局富山空港出

張所 

 

 

 

 

・代替通信手段（衛星電

話、災害時優先電話

等）の準備 

・通信被害の確認 
 

東京航空地方気象台 

富山航空気象観測所 

・代替通信手段（衛星電

話、災害時優先電話

等）の準備 

・通信被害の確認 
 

ＣＩＱ 
・代替通信手段（衛星電

話、災害時優先電話

等）の準備 

・通信被害の確認 
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富山空港ターミナルビ

ル㈱ 

・代替通信手段（衛星電

話、災害時優先電話、

衛星モバイルルーター

等）の準備 

・通信被害の確認 ・滞留者への通信

被害の復旧見通

し等の情報提供 

・通信各社に非常

用基地局設置の

情報収集 

・ＮＴＴへ、特設

公衆電話の設

置、携帯電話な

どの貸出し、ポ

ータブル衛星装

置やIP通信無線

移動車の設置依

頼 

・災害用伝言サー

ビスの活用 

・無線ルーターの

設置（販売用SIM

を使用） 

航空会社 

富山地鉄サービス㈱ 

・代替通信手段（衛星電

話、災害時優先電話

等）の準備 

・通信被害の確認  

富山県航空政策課 
 ・Ａ２－ＨＱ、県災害対

策本部との情報共有 

 

 

通信事業者 
 ・通信施設の被害状況の

把握 
・通信施設の復旧 

・Ａ２－ＨＱへの情
報提供 
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＜表８－２－２：タイムテーブル＞  

 
 

 

 

 

 

経過時間 発生 30分 1時間 2時間 12時間 24時間 72時間

被災状況

通信事業者

対応者　

富山空港管理事務所

富山空港ターミナルビ
ル㈱

富山県航空政策課

大阪航空局富山空港出
張所

東京航空地方気象台富
山航空気象観測所

ＣＩＱ

航空会社
富山地鉄サービス㈱

Ａ２－ＨＱ、県災害 対策本部との情報共有

Ａ

２

Ｉ

Ｈ

Ｑ

の

設

置

滞留者へ通信被害の復旧見通し等の情報提供

運

航

再

開

通信被害の確認

通信機能

障害発生

通信機能

回復

通信事業者に対する早期復旧要請

関係機関からの被害状況の収集・整理

通信被害の確認

通信被害の確認

通信被害の確認

通信被害の確認

通信被害の確認

通信各社へ非常用基地局設置の情報収集

特設公衆電話、ポータブル衛星装置、IP通信無線移動車等の設置依頼

災害用伝言サービスの活用

無線ルーターの設置（販売用SIMを使用）

通信施設の被害状況の把握、復旧作業

被害状況、復旧にかかるＡ２－ＨＱへの情報提供

A2-HQ構成員の招集

航空局への被害状況の報告
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８－３．上下水道機能 

（１）被害想定 

・呉羽山断層地震の発生により送水管が破損し上水が供給停止し、下水も管渠の破損

により機能停止する。 

（２）行動目標 

  ・滞留者用の飲料水と簡易トイレを 24時間分確保し、滞留者に配布する。 

  ・富山市防災危機管理課（富山市災害対策本部）へ上下水道施設の早期復旧要請、復

旧状況の情報収集を行う。 

（３）役割分担 

＜表８－３－１：関係機関の役割分担＞ 

 

 

事前の備え 自然災害発生直後 応急復旧時 

富山空港管理事務所 
 ・上下水道施設の点検 

・関係機関からの被害状況

の収集・整理 

・国土交通省航空局への被

害状況の報告  

・Ａ２－ＨＱの設置 

・富山市防災危機管理課

（富山市災害対策本部）

へ上下水道施設の被害状

況報告及び給水車を要請 

 

大阪航空局富山空港出

張所 

 ・上下水道施設の点検 

 

 

富山空港ターミナルビ

ル㈱ 

・水道管の耐震化 

・飲料水及び簡易用携帯ト

イレの確保 

・上下水道施設の点検 

 

・旅客への飲料水の

提供 

・簡易用携帯トイ

レの提供 

・上水の使用制限

やトイレの使用

可否について滞

留者に対する情

報提供 

富山県航空政策課 
 ・Ａ２－ＨＱ、県災害対策

本部との情報共有 

 

富山市防災危機管理課 

（富山市災害対策本部） 

・上下水道局 

・環境保全課 

 ・上下水道施設の被害状況

の確認 
・上下水道施設の復
旧、給水活動の実
施 

・Ａ２－ＨＱへの情
報提供 
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＜表８－３－２：タイムテーブル＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過時間 発生 30分 1時間 2時間 12時間 24時間 72時間

被災状況
対応者　

富山空港管理事務所

富山空港ターミナルビ
ル㈱

富山県航空政策課

富山市防災危機管理課
（富山市災害対策本部）

　・上下水道局
　・環境保全課

大阪航空局富山空港出
張所

Ａ２－ＨＱ、県災害 対策本部との情報共有

滞留者への飲料水の提供

Ａ

２

Ｉ

Ｈ

Ｑ

の

設

置

上下水道施設の点検

上水、トイレの使用制限に関する滞留者への情報提供

簡易用携帯トイレの提供

上

下

水

道

機

能

回

復

上下水道

機能停止
上下水道機能

回復

富山市に給水車の要請、上下水道施設の早期復旧要請

上水道施設の被害状況の把握、復旧作業

被害状況、復旧にかかるＡ２－ＨＱへの情報提供

関係機関からの被害状況の収集・整理

航空局への被害状況の報告

上下水道施設の点検

上下水道施設の点検

A2-HQ構成員の招集

富山市へ上下水道施設の被害状況の報告
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８－４．燃料供給機能 

（航空機、ＧＳＥ車両燃料を対象とする） 

（１）被害想定 

  ・呉羽山断層地震の発生により、燃料供給元の施設が被災し、また、空港の燃料貯蔵

施設も被災し、燃料の供給が停止する。 

（２）行動目標 

  ・自然災害により燃料供給が停止した場合においても、空港内の残存燃料を有効活用

することや、航空機の他空港での燃料確保等により通常運航を維持する。 

（３）役割分担 

＜表８－４－１：関係機関の役割分担＞ 

 

 

事前の備え 自然災害発生直後 応急復旧日時 

富山空港管理事務所 
 ・関係機関からの被害状況

の収集・整理 

・国土交通省航空局への被

害状況の報告 

・Ａ２－ＨＱの設置  

 

・関係機関（国や

石油連盟等）に

対する燃料の供

給要請 

航空会社 

富山地鉄サービス㈱ 

・燃料貯蔵施設の点検 
・備蓄燃料量の確保 
（定期便５日分備蓄） 

・燃料貯蔵施設の被害状況

の確認 

・備蓄燃料の残量の確認 

・燃料供給事業者の被災状

況等の情報の収集・整理 

 

 

 

・燃料貯蔵施設の

応急措置及び機

能回復 

・出発空港での燃

料の満載等、他

空港での燃料確

保の調整 

富山県航空政策課 
 ・Ａ２－ＨＱ、県災害対策

本部との情報共有 

 

 

燃料供給事業者 
 ・燃料供給施設の被害状況

の確認 

 

・航空機の運航に

必要な燃料の確

保 

・燃料確保に関す

るＡ２－ＨＱへ

の情報提供 
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＜表８－４－２：タイムテーブル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過時間 発生 30分 1時間 2時間 12時間 24時間 72時間

被災状況
対応者　

富山空港管理事務所

富山県航空政策課

燃料供給事業者

航空会社
富山地鉄サービス㈱

Ａ２－ＨＱ、県災害 対策本部との情報共有

燃料供給事業者の被災 状況等の情報収集・整理

燃料貯蔵施設の被害 状況の確認

Ａ

２

Ｉ

Ｈ

Ｑ

の

設

置

航空局への被害状況の報告

運

航

再

開

関係機関に対する燃料の供給要請

燃料供給

の停止
燃料供給の

再開

関係機関からの被害状況の収集・整理

航空機の運航等に必要な燃料の確保

燃料の確保に関するＡ２－ＨＱへの情報提供

燃料貯蔵施設の応急措置、機能回復

他空港での燃料確保の調整

燃料供給施設の被害状況の確

A2-HQ構成員の招集

備蓄燃料残量の確認
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８－５．空港アクセス機能 

（１）被害想定 

  ・呉羽山断層地震をはじめとした何らかの自然災害の発生により、空港へのアクセス

道路（バス路線）が通行止めになる。 

（２）行動目標 

  ・道路の被害状況、復旧状況、路線バスの復旧見通し等の情報収集を行い、滞留者に

情報提供する。 

（３）役割分担 

＜表８－５－１：関係機関の役割分担＞ 

 

 

事前の備え 自然災害発生直後 応急復旧時 

富山空港管理事務所 
・空港アクセス事業者の

運行規定の把握と連絡

体制の構築 

・関係機関からの被害状況

の収集・整理 

・国土交通省航空局への被

害状況の報告 

・Ａ２－ＨＱの設置 

・鉄道や道路等の被害、

啓開、復旧の状況に 

関する情報の収集・整理 

 

・空港アクセス道の 

 情報、代替交通手

段等の情報収集 

富山空港ターミナルビ

ル㈱ 

  ・滞留者に対する

復旧見通しや代

替交通手段の運

行情報の提供 

 
富山県航空政策課 

 ・Ａ２－ＨＱ、県災害対策

本部との情報共有 

 

・バス事業者へ

の早期復旧要

請 

富山河川国道事務所 

富山県道路課 

富山市道路河川管理課 
(富山市防災危機管理
課) 
 

 

・主要道路 の耐震性の確

保 

・主要道路の被害状況の確

認 

・主要道路の機能回

復 

・Ａ２－ＨＱへの

情報提供 
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＜表８－５－２：タイムテーブル＞ 

 

 

 

 

経過時間 発生 30分 1時間 2時間 12時間 24時間 72時間

被災状況
対応者　

富山空港管理事務所

富山空港ターミナルビ
ル㈱

富山県航空政策課

富山地方鉄道㈱
（バス事業者）

富山河川国道事務所
富山県道路課
富山市道路河川管理課
（富山市防災危機管理課）

鉄道や道路等の被害、 啓開、復旧状況に関する情報の収集・整理

Ａ２－ＨＱ、県災害 対策本部との情報共有

航空局への被害 状況の報告

Ａ

２

Ｉ

Ｈ

Ｑ

の

設

置

空

港

ア

ク

セ

ス

機

能

回

復

アクセス

機能停止
アクセス

機能回復

アクセス道路の被害状況、復旧状況の情報収集

運行見通し等のＡ２－ＨＱへの情報提供

主要道路の被害状況の確認、復旧作業

被害状況、復旧にかかるＡ２－ＨＱとの情報提供

臨時便等のダイヤ調整

空港アクセスの復旧見通し等の滞留者への情報提供

関係機関からの被害状況の収集・整理

バス事業者への早期復旧要請

A2-HQ構成員の招集

空港アクセス道の情報、代替交通手段等の情報収集

富山地方鉄道㈱  

（バス事業者） 

・アクセス道路の不通時

における代替ルートの

整理 

・アクセス道路の被害状況

の情報収集 

・アクセス道路の

復旧状況の情報

収集 

・臨時便等のダイ

ヤ調整 

・運行見通し等の

Ａ２－ＨＱへの

情報提供 
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９．外部機関との連携 

（１）富山空港との協定等 

 ・富山空港及びその周辺における消火救難活動に関する協定[昭和 59 年 3月] 

   【富山県－富山市】 

（２）富山県との協定等（富山空港に関係するもの） 

 ・災害時の医療救護に関する協定[平成 12年 4月] 

   【富山県－（公社）富山県医師会】 

 ・災害時における応急対策業務における基本協定［平成 13年 8月］ 

【富山県－（一社）富山県建設業協会】 

 ・災害時における応急対策業務に関する協定［平成 19年 4月］ 

【富山県－（一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部、（一社）富山県測量設計業

協会、富山県地質調査業協会】 

 ・災害時における応急対策活動に関する協定書［平成 24年 9月］ 

【富山県－（一財）北陸電気保安協会】 

 ・災害時における医療救護活動に関する協定書［平成 25年 3月］ 

【富山県－（公社）富山県薬剤師会】 

 ・災害時の医療救護に関する協定［平成 26年 12月］ 

【富山県－（公社）富山県看護協会】 

 ・災害時の重要施設に係る情報共有に関する覚書［平成 26年 4月］ 

   【富山県－石油連盟】 

  ・災害に係る情報発信等に関する協定［平成 29年 4月］ 

【富山県－ヤフー株式会社】 

・交通アクセス事業者からの災害時の応援 

バス運行事業者など交通アクセス事業者との個別の応援協定等は締結していないが、

富山県地域防災計画（風水害編、火災編、個別災害編）において、バスなど輸送車両

の確保について、富山県の災害対策本部が調達要請することを規定。 

 

10．情報発信 

（１）整理すべき情報と担当機関 

  ・管理施設の被害及び復旧状況 

    【富山空港管理事務所、大阪航空局富山空港出張所、東京航空地方気象台富山航

空気象観測所、ＣＩＱ、富山空港ターミナルビル㈱】 

  ・空港内の滞留者の状況 

    【富山空港ターミナル㈱】 

  ・地震等の自然災害の状況 

    【東京航空地方気象台富山航空気象観測所】 

  ・民間航空機の運航計画及び運航状況 

    【全日本空輸㈱富山空港所、中国南方航空公司富山支店、中国東方航空富山支店、

チャイナエアライン富山営業所】 

  ・旅客ターミナルビルや駐車場の運用状況 

    【富山空港ターミナル㈱、富山空港管理事務所】 

  ・空港アクセスの運行状況 

    【富山地方鉄道㈱】 
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  ・空港周辺の道路状況 

    【富山河川国道事務所、富山県道路課、富山市道路河川管理課】 

  ・上下水道の状況 

    【富山市上下水道局、富山市環境保全課】 

・電力供給 

    【北陸電力送配電㈱】 

  ・通信環境 

    【各通信事業者】 

 

（２）情報の集約と発信 

  ①上記（１）で整理された情報について、Ａ２－ＨＱで集約。 

②集約した情報をＡ２－ＨＱの各構成員に提供。なお、その情報は現場の担当レベル

まで正確に共有。併せて、以下に対しても上記情報を提供 

    ・国土交通省航空局総務課危機管理室 

（Tel：03-5253-8700 Mail：hqt-cab-kiki00@gxb.mlit.go.jp） 

   ・大阪航空局総務部安全企画・保安対策課 

（Tel：06-6937-2720 Mail：cab-osk-antaika@gxb.mlit.go.jp） 

③Ａ２－ＨＱが関係機関と調整の上、報道機関等の外部機関に提供する資料を作成し、

県災害対策本部で情報を発信。併せて、全ての関係機関（富山空港管理事務所、富

山空港ターミナルビル㈱、航空会社等）の Webサイトに同じ情報を掲載。 
    ④滞留者に対しては、富山空港ターミナルビルが情報を提供。なお、外国人旅行者に

は、外国語による情報源リストの提示、外国語がわかる者の協力（インフォメーシ

ョン担当などの社員、空港内各機関職員、団体添乗員等）、多言語自動翻訳機の活

用等により、情報を提供。 

 

11．訓練計画 

（１）訓練の実施 

・Ａ２－ＨＱ主催の訓練を、定期的に行う。 

・訓練の企画・立案は富山空港管理事務所が行う。 

  ・訓練の実施後、アンケート調査を実施し、参加機関の要望や提案等を募る。 

  ・訓練の結果等を踏まえ、必要に応じて、Ａ２－ＢＣＰの改定を行う。 

（２）日常点検の実施 

  ・富山空港管理事務所、大阪航空局富山空港出張所、富山空港ターミナルビル㈱は、

年に１回以上、非常用電源の稼働確認を行う。 

  ・富山空港ターミナルビル㈱は、年に１回以上、非常食、飲料水、非常用トイレ、毛

布等、備蓄品の確認を行う。 

  ・富山空港管理事務所、大阪航空局富山空港出張所、富山空港ターミナルビル㈱は、

１年に１回以上、法令点検を必要としない非常用機器の動作確認を行う。 

 

12．各施設の担当部署と技術者の配置状況（総職員数） 

（１）基本施設 

   富山空港管理事務所業務課［土木職２名］ 

   富山県航空政策課   [土木職３名] 
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（２）無線施設 

   大阪航空局富山空港出張所［無線職９名］ 

（３）灯火電気・機械施設 

   富山空港管理事務所業務課［電気職２名］ 

（４）旅客ターミナルビル 

   富山空港ターミナルビル㈱［電気職３名］（外部委託） 



1

Ａ２－ＨＱの構成

【構成機関】

種　別 役　職 機　関　名

富山県 本部長 富山空港管理事務所

航空局 副本部長 大阪航空局富山空港出張所

気象 東京航空地方気象台富山航空気象観測所

大阪税関伏木税関支署富山空港出張所

名古屋出入国在留管理局富山出張所

新潟検疫所富山空港出張所

名古屋植物防疫所伏木富山支所富山空港分室

動物検疫所中部空港支所富山空港事務所

警察 富山南警察署富山空港派出所

ターミナルビル 富山空港ターミナルビル㈱

全日本空輸㈱富山空港所

富山地鉄サービス㈱空港部富山空港営業所

中国南方航空公司富山支店

中国東方航空富山支店

チャイナエアライン富山営業所

㈱東亜メンテナンス富山空港給油所

朝日航洋㈱富山運航所

東邦航空㈱富山事業所

富山県 航空政策課

【関係機関】

種　別 役　職 機　関　名

富山県警察本部

富山県警察航空隊

消防 富山市消防局

富山県立中央病院

富山市立富山市民病院

日本赤十字社富山県支部

国土交通省富山河川国道事務所

富山県道路課

富山市道路河川管理課

上水道 富山市上下水道局

下水道 富山市環境保全課

電力 北陸電力送配電㈱

公共交通 富山地方鉄道㈱

富山県防災・危機管理課（富山県災害対策本部）

富山県防災航空センター

富山市防災危機管理課（富山市災害対策本部）

道路

防災

ＣＩＱ

航空会社等

医療

警察

別表１
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※ノータム事項通報先（運用制限を行う場合）

航空情報センター（ＡＩＳセンター）

℡０５０－３１４６－３１９３

国土交通省航空局総務課危機管理室

官執：℡０３－５２５３－８７００

時間外℡０９０－５５５０－７０２６

時間外℡０９０－５５５０－７００８  

時間外℡０９０－１２８０－８６１３ ※負傷者等の発生がある場合

Mail:hqt-cab-kiki00@gxb.mlit.go.jp

国土交通省大阪航空局
　総務部安全企画・保安対策課

官執：℡０６－６９３７－２７２０ 県立中央病院　　　　　　　　　　　　　　　　　℡４２４－１５３１

時間外℡０８０－１４７８－９６７８ 交通政策局 航空政策課 富山市民病院　　　　　　　　　　　　　　　　　℡４２２－１１１２

時間外℡０８０－１４７８－９６８０ ℡４４４－９０２８ 日本赤十字社富山県支部　　　　　　　　　　　　℡４５１－７８７８

時間外℡０８０－１４７８－９６７９ ℡４４４－３１０２ 済生会富山病院　　　　　　　　　　　　　　　　℡４３７－１１１１

Mail:cab-osk-antaika@gxb.mlit.go.jp 富山大学付属病院　　　　　　　　　　　　　　　℡４３４－２２８１

富山県警察本部（県警航空隊含む）　　　　　　　℡４４１－２２１１

空港管理隊 全日本空輸㈱富山空港所（事務室）　　　　　　　℡４９５－３０１７

直通電話・℡４９５－３０５８ 富山地鉄サービス㈱航空部空港営業所　　　　　　℡４９５－３００１

消防警備隊 チャイナエアライン富山営業所　　　　　　　　　℡４６１－７０７７

直通電話・℡４９５－９９０６ 中国南方航空公司富山支店　　　　　　　　　　　℡４４３－３８９５

電源局舎 中国東方航空富山支店　　　　　　　　　　　　　℡４２８－５０６０

直通電話・℡４９５－３０５４ ※必要に応じて

ターミナルビル内テナント

※洪水時

朝日航洋㈱富山運航所　　　　　　　　　　　　　℡４９５－３１４１

※洪水時 名古屋出入国在留管理局富山出張所　　　　　　　℡４９５－１５８０

新潟検疫所富山空港出張所　　　　　　　　　　　℡４２８－４１６０

名古屋植物防疫所伏木富山支所富山空港分室　　　℡４９５－３０７２

（名古屋植物防疫所伏木富山支所　    ℡０７６６－４４－０９９０）

道路管理者（国道） 電力事業者

道路管理者（県道） バス事業者

A2-BCP構成機関

関係機関

富山空港Ａ２－ＢＣＰ連絡系統図

消防機関（１１９番）

富山市消防局富山消防署　　　　　　　　　　　　℡４９３－４１４１

富山市消防局大沢野消防署　　　　　　　　　　　℡４６８－１２１２

富山県防災・危機管理課
（富山県災害対策本部）
　　　　　　℡４４４－３１０３

富山市消防局婦中消防署　　　　　　　　　　　　℡４６６－２２８０

富山市道路河川管理課（市道）
　　　　　　℡４４３－２２２０

富山市上下水道局（上水道）
　　　　　　℡４３２－８６２４

富山市環境保全課（下水道）
　　　　　　℡４４３－２０８６

富山市防災危機管理課
（富山市災対策本部）
　　　　　　℡４４３－２１８１
      (代表)℡４３１－６１１１

県庁内通報系統
（県防災航空センター含む）

制限区域内工事業者

※洪水時
富山県河川課　℡４３２－６２５１

警察機関（１１０番）

※洪水時
工作物撤去業者
北陸電気工事　℡４８１－６２００

富山南警察署（空港警備派出所含む）　　　　　　℡４２０－０１１０

東邦航空㈱富山事業所　　　　　　　　　　　　　℡４９５－３１１５

北陸電力送配電㈱
　　　　　　℡０１２０－８３７１１９

富山地方鉄道㈱
自動車部運行管理課
　　　　　　℡４３２－５５５４

全日本空輸㈱富山空港所（運航管理室）

直通電話／℡４９５－３０１６

※洪水時
小型機駐機運航者

（動物検疫所中部空港支所小松出張所　 ℡０７６１－２４－１４０７）

富山県道路課
　　　　　　℡４４４－３３１８

医療機関（大規模災害時には直接要請）

〇本部長・事務局
富山空港管理事務所

直通電話／℡４９５－３０５５

北陸電力　神三ダム
直通電話／℡４６８－０５０７

国土交通省
富山河川国道事務所（河川）

℡４４３－４７０１

東京航空地方気象台
富山航空気象観測所
℡４２８－１７１０

〇副本部長
大阪航空局富山空港出張所

代表電話／℡４９５－３０８８
時間外℡０９０－４３２７－６５７５

R5.12.25　現在

国土交通省
富山河川国道事務所（道路）
　　　　　　℡４４３－４７０１

大阪税関伏木税関支署富山空港出張所

℡４９５－３０６５

動物検疫所中部空港支所富山空港事務所　　　　　℡４２８－４１７０

㈱東亜メンテナンス富山空港給油所

℡４９５－３０９７

富山空港ターミナルビル㈱

℡４９５－３１０１

別図１
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ターミナルビルにおける機能喪失毎の行動計画 

 

◆ケース１：地震の発生（震度６強 ⇒ 災害発生後、瞬時に多面的な被害発生）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

災
害 
発
生 ❶停電→非常用電源作動 

被害
発生 

❹通信途絶 

❸アクセス道路に被害 
  →交通アクセス遮断 

❷施設の損傷→至急確認 

天井の落下等の恐れなし 

天井の落下等の危険 

旅客等を屋外に避難 

◆滞留者対策：ステップ１ 

→旅客等を１か所に集め、滞留者を把握 

 

①集合場所：１F中央ロビー 

  ＊屋外避難の場合：空港緑地 

   （荒天時は県総合体育センター） 

 ＊制限区域の旅客も集合 

②集合してもらうための方策 

・館内放送で案内。使用不可の場合、職員

による呼びかけ。 

外国人には多言語翻訳機等を使用。 

③滞留者の把握方法 

滞留者カード（2部複写）配布し、記入後１

部（写し）回収 滞留者は首から下げる 

 ・要支援の有無等把握（高齢者、障碍者、病

気、乳幼児等） 

④徒歩帰宅等の申し出者に対しては、滞留

者カードに氏名及び連絡先を記入のうえ、

退館を認める 

⑤至急手当を必要とする被災者は医療機関

に連絡 

 

【滞留者カードの内容】 

 滞留者の状況に応じ、滞留者カードに色分

けしたシール（休憩所の場所を示す）を貼付

する 

※滞留者カードの様式、別紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆滞留者対策：ステップ２ 

→滞留者の休憩場所の確保 

 

★ 滞留者の把握後、滞留者の人数やその

態様に応じて、くつろげる場所を提供（滞

留者の分散） 

 ①１F中央ロビー  … ビル内従業員 

   ※滞留者対策の支援を依頼 

 ②１F有料会議室 … 外国人 

 ③２F多目的ホール … 女性 

 ④２F中央ロビー … 日本人 

 ⑤２F有料待合室 … 病人、高齢者、乳

幼児及びその家族 

※必要により待機場所の色シールを貼替 

 

 

 

 ◆滞留者対策：ステップ３ 

→備蓄品の支給等 

 

①飲料水、毛布、携帯トイレ、食料を支給 

②携帯電話充電器の案内  

③運航見通し等の情報提供 

 

 

 

災害発生後２時間 

随
時
、
滞
留
者
の
ケ
ア
、
情
報
提
供 

◆滞留者対策：ステップ４ 

バス、タクシーでビルから退出 

  ①帰宅、ホテル予約者等 … 帰宅等 

  ②富山空港から出発予定の旅客 

    a. 空港機能回復し、短時間内に運

航可能な場合 → 出発までビ

ル内で待機 

     b. 航空機の運航の見通しが立たな

い場合 → 市内のホテル等の予

約を行い、移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通アクセス復旧後 

災害発生後２４時間 

❶ 

停
電
復
旧 

❷ 

非
常
用
電
源
の
燃
料
補
給 

滞留者対応終了 

◆ステップ 1 → 通信被害の確認 

 

①ターミナルビル内の電話等 

②携帯電話会社の通信 

③代替通信手段（衛星電話、災害時優先 

電話、衛星モバイルルーター等）の準備 

 

 

◆ステップ 2 → 情報提供 

 

①通信各社への非常用基地局設置の情報収集 

②ＮＴＴへ、特設公衆電話の設置、携帯電話など 

の貸出し、ポータブル衛星装置や IP通信無線 

移動車の設置依頼 

 

 

◆ステップ 3 → 応急対応 

 

①通信被害の復旧見通し等の情報提供 

②特設公衆電話の設置、携帯電話などの 

貸出し、ポータブル衛星装置や IP通信無

線の使用 

③災害用伝言サービスの活用 

④無線ルーターの設置（販売用 SIM を使用） 
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◆ケース２：大雨による神通川の洪水発生（全国唯一の河川敷空港：エアサイド→ランドサイドの順に浸水）  

 

 

 

 

 

 

 

                                                             ～～～ 

                            ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❺水道断水 

❻下水使用不能 

◆ステップ１ → 使用可能なトイレの限定 

・使用可能箇所：国内線１F 中央トイレ 

国内線 2F売店横 

  ・上記以外は封鎖し使用禁止対応とする 

 

 

受水槽の状態確認 

◆ステップ２ 

→水道水の使用自粛要請 

・飲食店に協力要請 

 
ビル内給水管の破損確認 

◆ステップ３ → 飲料水等の提供準備 

  ・保存用飲料水の提供 

  ・国内売店のミネラルウォーター確保 

  ・非常用電源から電気ポットにてお湯

の準備（乳幼児ミルク用他） 

  ・簡易トイレの提供 

  ・復旧見通しの情報提供 

 

 

 
◆ステップ１ 

  →トイレの使用禁止 

・全トイレを封鎖し使用禁止 

  ・簡易トイレの提供 

 

 

◆ステップ２ 

→水道水の使用禁止 

・飲食店、テナントに通知 

 

 

 

◆ステップ３ → 飲料水の提供準備 

  ・保存用飲料水の提供 

  ・国内売店のミネラルウォーター確保 

  ・非常用電源から電気ポットにてお湯の

準備（乳幼児ミルク用他） 

  ・復旧見通しの情報提供 

 

 

 

上下水道の状態を富山市防災危機管理課へ確認 

◆ステップ１ 

  →トイレの使用禁止 

・全トイレを封鎖し使用禁止 

   ・簡易トイレの提供 

 

 

 

◆ステップ２ 

→飲食店、テナント排水使用禁止 

・飲食店、テナントに通知 

・復旧見通しの情報提供 

 

 

災害発生後２時間 
災害発生 災害発生後２４時間 

（異常あり） 

（異常なし） 

（異常あり） 

大
雨 

◆通常の洪水対策 

①空港水位 2.8ｍ超（注意体制） 

→富山空港洪水対策本部設置 

②空港水位 3.8ｍ超（警戒体制） 

→航空機避難 

③空港水位 4.0m超（第１次緊急体制） 

→滑走路・エプロン等閉鎖 

工作物撤去（侵入灯等） 

③空港水位 4.5ｍ（第２次緊急体制） 

  →工作物撤去（ローカライザー等） 

 

 

 

神通川増水 

災害２： 
ターミナルビル

浸水 p 

洪水対策本部から切替え 

⇓ 

A２－HQ設置 

   

空港機能喪失 

◆今後の気象予報等により、ターミ

ナルビルの浸水が懸念される場

合、その被害拡大前に富山空港（タ

ーミナルビル含む）の閉鎖を決定 

★交通アクセス（バス運行）機能停

止前に旅客を空港ビルから避難 

⇓ 

滞留者発生を未然に防止 

 

 

 

 

堤

防 

ターミナル
ビル 

 

神通川 

堤

防 

空港水位 6.3ｍで 
滑走路浸水 

河川区域 

◆ターミナルビル浸水 

  ・１階部分電源設備浸水 

    ⇒ 浸水部分の系統電源切り離し  

 

・多回路開閉器浸水 

⇒ 電源喪失 

⇒ 非常用電源作動 

災害１： 
滑走路浸水 
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富山空港 A２－BCP の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

地  震 
 

震度６強 

（呉羽山断層地震） 

 

 

 

大 雨 
 

神通川流域 48 時間

総雨量 537ｍｍ 

 

 

 

暴 風 
 

瞬間最大風速 45ｍ/s 

暴風警報継続 32 時間 

 

 

大 雪 
 

3 時間で 30ｃｍ降雪 

 

 

電力供給機能 
 
送電施設が機能停
止し、空港への電
力供給が寸断 

 

 

自然災害の種類及び規模 

通信機能 
 
固定電話及び携帯
電話の通信規制に
より音声通信困難 

 

 

上下水道機能 
 
送水管等管渠の破損
により機能停止 

 

 

燃料供給機能 
 
供給元の施設被
災等により燃料
供給停止 

 

 

空港アクセス機能 
 
空港へのアクセス
道路（バス路線）
が通行止め 

 

 

事前の備え 

◆B－Plan（Basic Plan:基本計画） 
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【被害想定と行動目標】 

●最大 400 名 

●1 時間以内の滞留者、被害状

況の把握と、2 時間以内の避

難 

●24 時間以内の滞留状態の解

放 
 
【行動計画】 

〇ステップ 1：滞留者の把握 

 ・館内放送等で全員を１か所

(1F 中央ロビー)に集める 

 ・滞留者カードの配布等によ

る滞留者及び要支援者の把

握 

〇ステップ 2：休憩場所の確保 

 ・滞留者の人数や態様に応じ

それぞれの休憩場所を提供 

〇ステップ 3：滞留者へのケア 

 ・飲料水、食料、毛布、簡易ト

イレ等 

 ・携帯電話充電器の貸与 

 ・運航見通し等の情報提供 
 
・以後、交通アクセスが復旧し滞

留者がビルから退避するま

で、滞留者のケア及び情報提

供を継続 

 

 

員の確保等） 

滞留者対応計画 

【滞留者対応計画】 

・多言語メガホン、自動翻訳機、プラカー

ド、ピクトグラム、拡声器の準備 

・備蓄品（飲料水、食料、毛布、簡易トイ

レ等）の準備 

・コンセントプラグ等の携帯電話の充電環

境の整備 

【早期復旧計画】 

・ターミナルビルの天井落下防止の補強 

【電力供給機能喪失時対応計画】 
・非常用電源設備の浸水対策 

・非常用電源設備の稼働のための十分な

燃料の確保 

・非常用電源設備への燃料供給業者との

協定 

・多回路開閉器の高所移設 

・空調停止時に使用する業務用扇風機、冷

感グッズ、携帯カイロ等備蓄品の確保 

【通信機能喪失時対応計画】 

・代替通信手段（衛星電話、災害時有線電

話、衛星モバイルルーター等）の準備 

 

【上下水道機能喪失時対応計画】 

・水道管の耐震化 

・飲料水及び簡易トイレの確保 

【燃料供給機能喪失時対応計画】 

・燃料貯蔵施設の点検 

・備蓄燃料量の確保 

【交通アクセス機能喪失時対応計画】 

・空港アクセス事業者との連絡体制の

構築 

 

 

【被害想定と行動目標】 
 
●滑走路面のクラッ

ク、ターミナルビ
ルの天井の一部落
下 

 
●24 時間以内の救

援機の運航可能な
状態までの復旧
と、72 時間以内
の民間航空機運航
可能な状態までの
滑走路等の復旧 

 
【行動計画】 
 
〇ビル内の被害状況

の確認 
 
〇早急な応急処置に

よる復旧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早期復旧計画 
 
【行動目標】 
●停電発生後即座に非常

用電源に切り替えると
ともに、72 時間（滞
留者対応では 24 時
間）可動するための必
要な燃料を確保 

 
【行動計画】 
〇電気設備の被害状況の

確認、原因究明 
〇災害発生後、即座に非

常用電源に切り替え 
 ⇒24 時間の電力確保 
 ⇒電力供給エリアの限

定化（滞留者待機エ
リア等） 

〇電力供給先の優先順位 
 ・滞留者に必要な設備 
  （照明、館内放送設

備、冷暖房等） 
 ・航空機運航再開の段

階で必要な設備
（PBB、保安検査機
器等） 

〇冷暖房機能が喪失した
場合の対応（扇風機、
冷感グッズ、携帯カイ
ロの配付等） 

電力供給機能 

【行動目標】 
●通信事業者への早

期復旧要請 
●滞留者に対する通

信被害復旧見通し
等の情報提供 

 
【行動計画】 
〇通信被害の確認 
〇代替通信手段（衛

星通信等）の準備 
 
〇通信会社に対する

非常用基地局設置
の情報収集 

〇NTT に対する特
設公衆電話の設置
等の要請 

〇災害用伝言サービ
スの活用 

〇無線ルーターの設
置（販売用 SIM
を使用） 

 
 
 
 

通信機能 
 
【行動目標】 
●滞留者用の飲料水

と簡易トイレを
24 時間分確保し
滞留者に配布 

●富山市防災危機管
理課への早期復旧
要請等 

 
【行動計画】 
〇上下水道施設の点

検 
〇上水、トイレの使

用制限に対する滞
留者等への情報提
供 

〇滞留者等への飲料
水や簡易トイレの
提供 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上下水道機能 

 
【行動目標】 
●空港内の残存燃

料の有効活用
や、航空機の他
空港での燃料確
保等により通常
運行を維持 

 
  

燃料供給機能 

 
【行動目標】  
●道路の被害状

況、復旧状況、
路線バスの復旧
見通し等を情報
収集し、滞留者
等に情報提供 

 
【行動計画】 
〇逐次、滞留者等

に対し情報提供 
 

空港アクセス機能 

１ 災害発生 

Saigai hassei  

 

機能別の被害想定 
2 被害発生 

 
・電力、上水、下水、通信の停止 
・周辺主要道路の渋滞、通行止め 
・旅客ターミナルの一部損傷 
・航空機の離発着が不可 
・多数の滞留者発生  

 

別図３ 
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